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序
常日頃, 研究授業を参観するたびに疑問に思っていたことが, ｢発問｣ に於
ける見通しのない投げかけと, それに対する生徒の発言への無責任な放置であ
る. 本来, この二つは相互に関連しながら, 奥行きのある思考のせり上がりを
成し遂げ, もって生徒の思考上の論理的発展を促す土台として成立するもので




教材解釈力は, その研究心の欠落を伴って, 適度で, 他人まかせとなり, ひい
ては, 生徒にもそれが常識として蔓延し, そのままの形で, 現在の大学生はお
ろか, 一般の教員にまで及んでいる傾向が見られる.
本研究は, こうした現状を踏まえ, 解釈の奥行きに迫る ｢発問の摘出｣ と発
言予想を基盤に据えた授業の方向性を, 三省堂教科書一年教材 ｢空中ブランコ
乗りのキキ｣ に基づいて追究していくことを目的とする. もって, 学生諸君の
教材解釈力の涵養の一助となれば幸甚である.
なお, 記述の方法としては, 初発感想である ｢一次読み｣ に対して, ｢二次
読み｣ と言われる方法に基づき, 参考文献ならびに先行授業実践資料 (ともに,









































な価値との比較を考える示唆がまず登場する. さらに, それも, ｢その｣ サー
カスであって, ｢その｣ という指示語の働きは, 固有名詞化する必要のないこ
と, したがって, 一般普遍性に還元可能な事柄であることを示唆していると考
えることができる. さらに, こうした冒頭の語りは, まさに, 客観的に ｢書き




その … ある特別なところ. どこにでもあるできごとの常套句.
サーカス … 非日常性, 安全・安定の対極.
キキ … 喜々 (肯定的な面), 危機 (否定的な面)
なんといっても … (なによりも) 人気の高さを強調している.
いちばん … 相対的価値⇔絶対的価値




















観客は, キキの三回宙返りを見て, 夢中になる. 我を忘れる. うっとりし
て, 拍手する.
大テントの見上げるように高いところへの空間的な感じをどうイメージ化
するか, ぎっしりいっぱいの観客によって, 人気の程は, 初めて具体的に知



















｢鳥｣ ｢ひょう｣ ｢お魚｣ といった表現は, 後の四回宙返りの描写に於ける
たいへん見事な比喩と一体をなすが, 鳥が空中飛翔の形態を表しているのに
対して, ｢ひょう｣ と ｢お魚｣ は, それぞれ, 跳ぶ, という平面からの力強
いバネを表現している. 特に, ｢お魚｣ に至っては, 水中からの跳びあがり
といった, かなりの力動感を感じさせるが, 見方によっては, 単なる超能力









鳥 優雅に, ゆったり → Ⅳでは滑らかに空を滑るように
ひょう 筋肉のしなやかな動きや鋭さを想像. 獲物に向かって猛スピー
ドで大地を駆け抜ける. 力強さ, 速く, すべるように. しなやか.










６ 人々はみんな, キキの三回宙返りを見るために, そのサーカスにやっ
てきました.
〈発問６〉観客にとってキキはどのような存在か.
→ 人間技とは思えない, 神のような, サーカス団唯一の代表的存在.
〈発問７〉｢見るために｣ という表現から, そのサーカスに於けるキキの立場
や役割について述べなさい.





サーカスというものの性質. 予備知識. → 渡り鳥的旅芸人











７ どの町へ行っても, キキの評判を知っていて, だからそのサーカスは,
いつでも大入り満員でした.
８ ｢なあ, キキ…….｣ ９ 団長さんはいつも言っておりました.
10 ｢おまえさんは, 世界一のブランコ乗りさ. だって, どこのサーカス
のブランコ乗りも, 二回宙返りしかできないんだからね.｣
11 ｢でも, 団長さん. いつか, だれかがやりますよ. 12 みんな, 一生
懸命, 練習をしていますもの. 13 そうしたら, わたしの人気は落ちて
しまうでしょう.｣
〈解 釈〉



















キキは, 団長さんの期待や, 人々の評判の中で生きている. → 団長は
いつも幸せを確認し, 満足する.
いつも, ｢でも｣ から始まっているキキの会話. 状況の中で, 定められた
ものに対して, 受身的に発信する子供. したがって, 不安の介在する生活を
送っている.
｢いつも｣ (恒常) と ｢いつか｣ (非常時) の狭間に真剣に生きるキキと現
実感のない団長との比較.
〈発問９〉キキにとって団長はどのような存在か.
→ 雇い主. したがって, 仕事に関しての命令を下す人.
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〈発問〉なぜ, ｢いつか, だれかがやりますよ｣ といった発言ができるのか.






団長はキキの (｢そうしたら, わたしの～｣) 不安を真剣に受け止めていな
い. (楽観的)









ここから, キキの ｢いつも幸福｣ という評判の中での自己満足は, 心配に




14 ｢心配しなくてもいい. 15 だれにも三回宙返りなんてできやしな
いさ. 16 それに, もし, だれかがやり始めたら, おまえさんは四回宙
返りをして見せればいいじゃないか.｣
17 ｢四回宙返りを？できませんよ. 練習してみましたが, 三回半がやっ
となんです. 18 本当に, 鳥でもないかぎり四回宙返りなんて無理なん
です.｣
キキにとってすでに自覚的であるということが大切なのである. まだその時
期は来ていない訳であるから, ｢少し｣ 心配なのであり, ｢四回宙返りをしな
ければいけないだろうか｣ の ｢か｣ に示されるように, 単なる疑問といった
感じに留めている. そしてこの段階では, ｢三回半がやっと｣ であり, 後に































対話不成立. キキの内言語. に対して, 団長は無応答である.
向上的な意思ではなく, 外からの威圧, 使命・義務として受けとめざるを
得ないキキの苦悩, 不安. 人気商売. スターであり続けることへの不安. 第
一人者としての自負, プライドから, 自分の居場所・存在価値はここにしか















指導目標 ― 読み手は知っているが, 観客も団長も知らないキキの不安と覚
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ないキキは, 子供のように一途であった. 何故に子供のようであったか. 観
客には人間としてのキキは見えていない.
キキがなれるはずもないピエロに, ロロはなぜ ｢なれ｣ と言ったのか. こ
こで, ｢人間にできることじゃないよ｣ とは, ロロの悟りきった生き方を示
している. ピエロとは, 大別して, ｢もっぱら愚かさ故に笑いの対象となる
『田舎の道化』 の系列と, とんちと歌をもって王侯貴族に仕える 『宮廷の道




ア王｣ の中に出てくる道化は, その風刺精神と批判精神によって, 笑いを凍
らせるほどの痛みを相手に与えるとして有名だが, 人生を睥睨したものの見
方は確かに備えている賢さがあるという点に於いて, ロロもまた同じである
と考えることができる. ｢ピエロなら, どこからも落ちやしない｣ というこ
とばは, ｢落ちるところがない｣ ということを表している. つまり, ｢落ちる｣
は, 相対的な空間の距離感を示していることになる. 人気とか評判とかが,
相対的な概念であることは先に示したが, ｢ピエロ｣ が, そこにいない, つ







る. ｢リア王｣ のリアには, 揶揄は分かるが, 幼いキキには分からない. 人
間としての人生の深みのないキキには通じない. ｢人気が落ちるということ
は, きっと寂しいことだと思うよ.｣ というキキの言葉は, ｢寂しい｣ という
孤独さに耐えられない, つまり, 自己の絶対化に耐え切れない弱さ (幼児性)
を物語っているということになる. そこでの ｢寂しい｣ とは, 自己と他者と
の相対的な関係を期待したときに成立する甘えの自覚である. ここで問題に
しなければならないことは, ｢お客さんに拍手してもらえないくらいなら,





心配を覚えたキキの孤独な練習が始まる. ところが ｢いつも｣ もう少しの
ところで落ちてしまうのである. ｢鳥でもないかぎり｣ という自覚は, 覆す
ことはできない. 父の死が説明された後に, ピエロのロロが登場する.







22 キキは, サーカスの休みの日, だれもいないテントの中で何度か練習
をしてみました. 23 でも, いつももう少しというところで, ブランコ
に届かずに落ちてしまうのです. 24 練習の時には, 落ちたときの用心
に, 下に網が張ってありますが, 本番の時には, それがありません.
25 キキのお父さんも, 空中ブランコのスターだったのですが, 三回宙返
りに失敗して落ち, それがもとでなくなったのでした.
らである. キキの生は父の先例と人気の二極化しかない. 経験不足, 教養不
足の単純な幼児的発想しかもてない世界の中でしか生きてこなかったからで
ある.
自信ない四回宙返り (Ⅰ) を何度も練習するむなしさ. 心の中ですでに諦
めきっている.
自己暗示も多少はあるのでは.
｢いつも｣ 幸福 ⇔ 練習の ｢いつも｣ 心配.
の ｢練習の時｣ と本番の時は表現上の呼応関係にある. かつて, で三
回半がやっとであったキキが, ｢もう少しのところ｣ まで練習の結果到達し




















26 ｢およしよ.｣ 27 練習を見にきたピエロのロロがキキに言いました.
〈本 文〉
〈解 釈〉
少し心配. でキキが団長に ｢出来ませんよ. 練習してみましたが～｣ と
言ったことと, 同じことをロロも言っている. したがって, キキにとって分
かりきったこと. 価値観の差. (反発するキキ)
キキはいつも ｢でも｣ から始める. 前者への否定. の問いに答えてはい
ない. を肯定した上で, つまり, ｢自分も出来ないことは十分承知の上で,
そうだけれども｣ という反論となっている.
〈発問〉 ｢私の人気は落ちてしまうよ.｣ とあるが, 落ちたらどうなるの
か, 想像せよ.
→ 拍手なし, 話題なし, 無関心. 寂しくしょげるキキの姿. つま
り, 観客の期待と信頼が失望に変わる結果, もう二度と顧みられ
ることはないという孤独で相手にされないゆえの, 居場所のなく










29 ｢でも, だれかが, 三回宙返りを始めたら, 私の人気は落ちてしまうよ.｣
30 ｢いいじゃないか. 人気なんて落ちたって, 死にやしない. ブランコ
から落ちたら死ぬんだよ. 31 いっそ, ピエロにおなり. ピエロなら,








人に笑われ, スターになれないピエロは, 価値の低い仕事. それでも,
自分に合った大切な仕事であるとロロは認識している. ロロはいつも低い
ところにいる. だから落ちない. 大地にいる. 存在が他人の気まぐれな遊












｢人気が落ちる｣ と ｢ブランコから落ちる｣ とどう違うのか.
→ Ａ 精神的に陥落し, 生きるすべをなくす. Ｂ 物理的に落
下し命を落とす.
ロロ Ａ＞Ｂ キキ Ａ＜Ｂ
〈発問〉キキがなる・なれるはずもないピエロに, ロロはなぜ｢なれ｣と言っ
たのか.



















































ここでは ｢海｣ が初めて登場する. 海はキキにとってピピの情報の襲いか
かってくる場所である. キキはこの ｢海｣ から目を転じた時, ｢ほんのちょっ
とほほえんでみせ｣ る. この ｢ほほえみ｣ が語り手の見取ったものと, ｢お
ばあさん｣ の見抜いたものとの一致を示していることは, ｢おばあさん｣ の










人 気 寂しい ― 死ぬ 死なない
う形式に於いて成立していたのとは異なった姿勢を感じさせる. では, ｢キ
キのほほえみ｣ とは何か. ｢おばあさん｣ は, そこにキキの死の影を見て取っ
た. 死に赴くキキの顔が, 寂しく ｢ほほえんで｣ みせたのである. 太宰治の
｢女生徒｣ の中だったかに, 笑顔で映っているひとのこぶしが, ぎゅっと握
られていた一葉の写真の描写があったことを思い出した. ｢みせる｣ 嘘を
｢おばあさん｣ は, 悲壮な決意の諦めきったはにかみの笑いと解釈したので
あろう. ここにおいて, キキにとっての ｢死｣ が, 自己の生命の死であると
ともに, 人気の死であること, つまり, 四回宙返りは必ず失敗する, と同時
に, 肉体も死ぬ, という二重の死を覚悟したキキの犬死への決意であったこ
とを ｢おばあさん｣ は, そのおそらくゆがんだ ｢ほほえみ｣ の中から読み取っ
たのである.
死を決意しているキキに, あらゆる言葉は無意味であろう. ｢おばあさん｣
はそのことを確認した後, 一方の死, つまり, 人気の評価の相対的な死から,
一回だけキキを救おうとする. 相対的な価値観を超越した ｢おばあさん｣ に
とってみれば, ｢相対的な価値観｣ というシャボン玉くらいいくらでも作る
ことはできるであろう. キキは ｢おばあさん｣ から, 四回宙返りの出来る






ら, おやり.｣ ここで, 第三場面は終わるのである.
この場面でのキキの心の変化
得意 → 落胆 → 愉快 → 放心 → 衝撃 → 反論 → 認めたくない →






前場におけるキキは, まだ ｢死んだほうがいい…….｣ といういくらかの
こだわりをもっていたのであるが, ここで, おばあさんの出現に於いて, 決
定的な意思表示を行うに至る. ｢港町｣ ｢波止場｣ が, 海を示していることは,
後の場面に大きく反映する伏線と見てよいであろう. キキにとって, 海とは
現実の己の世界を崩壊する彼岸の世界を象徴している. それを指し示す役割
を果たしている ｢やせたおばあさん｣ が ｢波止場の片すみに｣ ｢一人座って｣
いるのも不気味であるし, さらに, ｢シャボン玉を吹いて｣ いるというにい
たっては, まさに狂気の沙汰である. しかも背景は ｢夜｣ である. こうした
情景をあえて設定したこと自体, この ｢おばあさん｣ に対する読み手の心構




どの町へ行っても評判. Ⅰへ 非日常性 ＝ 死
サーカスは夢の国. 期待に胸弾ませ, 現実の世界から離れ, 魅了される.
空中での華麗でスリル満点の演技, ピエロや動物たちの愛くるしさ, オート









でした. 34 キキは, サーカスを終えて一人波止場を散歩しておりまし
た. 35 波止場の片隅に, やせたおばあさんが一人座って, シャボン玉
を吹いております.
→恒常的 (あいかわらず) へ.












して言及した. そして, そのことは初めて客観的評価を得る. →
にもかかわらず, この直後に, 初めて三回転宙返りに成功したピピの演技
も大変素晴らしいものであったことを知らされる. →へ
｢おばあさん｣ は既にキキを知っている. しかも, キキの三回宙返りは見
ていないのである. ｢見てくれましたか｣ と聞くキキの他者への自己満足の
契機は, 見事に覆るのであるが, そのことを ｢おしいことをしましたね｣ と
言うにいたって, 自己の相対的な価値観の盲目的な信頼と, 他者への絶対化





36 ｢こんばんは.｣ 37 ｢ああ, こんばんは. ブランコ乗りのキキだね.｣
38 ｢そうです. 今夜の三回宙返りは, 見てくれましたか.｣ 39 ｢いいや,
見なかったよ.｣ 40 ｢そうですか. おしいことをしましたね. 今夜は,
特にうまくいったんです. 飛びながら, 自分でもまるで鳥みたいだって思
えたくらいなんですからね.｣ 41 ｢みんなもそう言っていたよ. …….｣
な自己信頼は心理的に完全な自己存在への支えを表していると思えるのであ
る. しかし, こうしたキキにとっての他者との均衡はあっさりと破られる.
確かに ｢おばあさん｣ はうわさを知ってはいた. けれども, ｢うわさ｣ を
｢うわさ｣ として自分の世界へは全く取り込まないのである. つまり, ｢人気｣
によって, ｢おばあさん｣ の自己の存在の安定は, 崩れはしないのである.
だから, ｢みんなもそう言っていたよ……｣ という何処吹く風の態で終始し
ていられるのである. したがって, ここは最後の場面の人々の ｢うわさ｣ の
伏線となっている.
 名前を知られていることが, キキを嬉しくした.
尊大, 一番の自慢, これ見よがし, 得意満面. 自分の評判が広まって
いることは, 人気の高さと比例する. 自分に興味があるのだから来てく
れたのだろうと想像したので, ｢今夜みてくれましたか？｣ となる.
 おしいことをしましたね. 落胆するキキ. プライドが傷つく. →自信,


















ここの原文では ｢こじきのおばあさん｣ となっている. 内容的に ｢こじき｣
そのものに意味をもたすならば, ピエロのロロとは異なって, 現実的な世界
に入ろうとしない人物, つまり ｢入れない｣ ではなく, ｢入ろうとしない｣











電気｣ である. おばあさんは ｢シャボン玉を吹きながら｣, つまり, 自分で
虚構を創造しながら ｢電気の明滅を見て｣ いるのである.
｢ついたり消えたり｣ する電気と ｢シャボン玉｣ とは, 安定性のない, 相
対的な価値観に対する崩壊を示し, そうした価値観を ｢あきらめ｣ ている,
と見てよいであろう. 人生がはかないものであるということは, 自分の外に
ある, あらゆる相対的な価値観に対して意義を認めないことを表している.
なぜなら, シャボン玉を光のない夜に吹いているのだから. すると, この
｢おばあさん｣ は, 全ての相対的な価値を否定して生きている, つまり, 現
実の社会そのものが相対的価値によって均衡を保っているとするなら, 現実
の社会そのものを拒否して生きている, 即ち, ｢陪堂｣ としての役割を担っ
て生きているということになる.






を知っているからである. 次の ｢おばあさん｣ のことばを見てみよう. ｢お
ばあさん｣ が ｢金星サーカスのピピが｣ 三回宙返りに成功したことをキキに
告げ, キキの人気も ｢今夜限り｣ であることを伝えた後の会話である. そこ
では, 興奮気味のキキとは対照的に, 知っていながら話に乗ってくる気配の
ないおばあさん.








やがて, 転落死して, 凄惨な現場にキキが身を晒すよりは, 成功させてや
りたい. そうして究極の喝采を浴び, 存在を消すほうがまだましと考えるよ








































43 ｢おまえさんはしっているかね？｣ 44 ｢何をです？｣ 45 ｢今夜,
この先の町にかかっている金星サーカスのピピが, 三回宙返りをやったよ.｣
46 ｢ほんとうですか.｣ 47 ｢とうとう成功したのさ. みごとな三回宙
返りだったそうだよ.｣ 48 ｢そうですか….｣
ある程度覚悟していたとはいえ, ショックを受けたキキ.









急転直下, 全く無防備状態の中で, いきなり敵軍が本土上陸, 攻撃してくる.
ピピ → 定期船 → 海から.
 今夜限りさ.― 自分で分かっていても実際に人から言われると重みが
あり, 現実味を帯びてくる.









49 ｢その評判を書いた新聞が, 今, 定期船でこの町へ向かって走ってい
る. 50 明日の朝にはこの町に着いて, みんなに配られる.
51 おまえさんの三回宙返りの人気も, 今夜限りさ….｣ 52 ｢そうです




この ｢それじゃ, 練習さえすれば, だれにでも｣ 云々という言葉は, 絶対
的な三回宙返り, という価値観が本当は, 天才の誰にも及ばない神技なので
はなく, 実は凡夫でも可能な相対的なものでしかなかった, という証なので
ある. ここに至って, キキだけが神だった, という神話は音を立てて崩れ去っ
たことになる. 人気とか評判とかが, 大衆にとって ｢絶対的な価値観｣ とい
う幻想に支えられていたことの証明なのである. 大衆は, ｢自分たちにはで
きない｣ ことに盲目的な拍手を送るが, その拍手は, より完璧な ｢ただ一人｣
に対して信仰的な対象にまでまつりあげる. キキその人こそこの頂点に立っ
ていたことは, いまさら述べることでもないのであるが, キキはここで, 四
回宙返りと死とをまだ完全に結びつけてはいない. ｢まだ……二人しかいな
いんですよ｣ と言ったとき, キキはその神的な絶対性への幻想が, ｢二人｣
でも成立するかもしれないという分かっていながらの ｢甘え｣ が存していた.
だから, ｢おばあさん｣ の ｢だれにでもできるんじゃないかな｣ って｣ お客
さんが ｢考え始めるよ｣ と言ったことばによって, 絶対的に死を覚悟するの









54 ｢でもね, おばあさん. 金星サーカスのピピがやったとしても, まだ
世界には三回宙返りをやれる人は, 二人しかいないんですよ.｣





























56 キキは黙ってぼんやりと海の方を見ました. 57 しかしまもなく振
り返ってほんのちょっとほほえんでみせると, そのままゆっくり歩き始め




ことや, ゆっくりと歩き始めたことからうかがえる. 迷いが消え, 落ち着
いた気持ち.
ここでの ｢見せる｣ とは, おばあさんの発言に対してのキキの答えを
示している. ここでは, おばあさんへ真向かって首肯するのではなく, 海




















61 ｢おまえさんは, 明日の晩, 四回宙返りをやるつもりだね.｣
62 ｢ええそうです.｣ 63 ｢死ぬよ.｣ 64 ｢いいんです. 死んでも.｣
65 ｢おまえさんは, お客さんから大きな拍手をもらいたいという, ただ
それだけのために死ぬのかね.｣ 66 ｢そうです.｣



























67 ｢いいよ. それほどまで考えているんだったら, おまえさんに四回宙
返りをやらせてあげよう. おいで….｣ 68 おばあさんは, かたわらの
小さなテントの中に入り, やがて, 澄んだ青い水の入った小瓶を持って現
〈解 釈〉





変身から死へつながる過程は見えてこない. つまり, それで ｢終わりさ｣ は,
それで ｢死ぬよ｣ を意味している. ｢死ぬよ｣ と書いてないから云々の説は
成り立たない.
〈発問〉 ｢それで終わりさ｣ の ｢終わり｣ は何を意味しているか.
→ ｢ブランコ乗りとして｣ がキキにとっては ｢人生｣ へつながる
ことをここで確認しておく必要がある. つまり, ｢人間としての



























 持ちきりでした. … 町の人々の興味・関心・好奇心の高さを示して
いる.










70 次の日, その港町では, 金星サーカスのピピがついに三回宙返りに成
功したという話題で持ちきりでした. 71 でも, 午後になると, その町
の中央広場の真ん中に, 大きな看板が現れました. 72 ｢今夜, キキは,
四回宙返りをやります.｣ 73 町の人々は, 一斉に口をつぐんでしまいま
した. そして, その看板を見たあと, ピピのことを口にする者はだれもい







 楽天家の団長. 他意はない. この時は, 純粋に心配している.
〈発問〉 ｢までが｣ に込められた団長さんの人柄を考えよう.



















82 ブランコの上で, キキは, お客さんを見下ろして, ゆっくり右手を挙
げながら心の中でつぶやきました. 83 ｢見ててください. 四回宙返り
は, この一回しかできないのです.｣
ろう. しかしながら, キキ自身それはどうすることもできない必然性をもっ
ていた. キキの悲しみは, そうせざるを得なかったと言うところにある. キ
キは決して喜びを求めて四回宙返りをしたわけではない. いつのまにか, あ
きらめきった寂しげな決意によって, そうせざるを得ない自分に追い込んで
いた. だからキキの ｢たましい｣ はどこへもたどりつけず, いつまでもあら
ゆる世界に入り込めずに漂うほか仕方がないのである. こうした意味でこの















結末に到る. だが, 死を覚悟し, 死の影が背後を襲う.
昇天・魂 … 不吉な予感.
魂というのは, 死を覚悟した強い意思が見させるもので, だ
から, それは, ｢死ぬかもしれない｣ という予感めいたものに
感じる. このことが町の人々のうわさ, ｢白鳥がキキかもしれ
ない｣ につながる伏線となっている.
 見下ろして … おばあさんにもらった自信と余裕を持った決意.





→ 死を覚悟したキキの抜け殻, つまりは肉体のない死霊. 死を予
感させるような存在.
〈発問〉暗闇に乗り出す前のキキはどんな様子だったか.













たのである. キキはこう思ったに違いない. 自分を中心にして, 世界全体の
価値観が揺れている, と. しかし, それは, 単なる幻想としての人気によっ
て左右される相対的な価値観なのであった. 薬を口に入れたキキが, ｢あの
おばあさんも, このテントのどこかで見ているのかな….｣ と考える場面が
あるが, ここは, キキと ｢おばあさん｣ の価値観との違いが, 明確に再確認




に思えました. 85 薬を口の中に入れました. 86 ｢あのおばあさん




裕を持って睥睨している感じ. 或いは, 酔っているような, 正常な神経でな
いような状態？自分がブランコとともに揺れることによって周囲もゆれる.
世界ということばを自分のことばとして用いたのは初めてで, ここに至って,
キキの価値観の限定が明確となった. キキの世界とは, 住んでいる世界, 世
界一のブランコ乗り, 世界中のこうした世界全体を指す. キキはそれらをま

























客が気づくのに遅れるほど, キキの動作は急激で早業であった. →神秘. 鳥.
ぼんやりと考えていたのはキキの視点 (静), ｢飛び出していました.｣ も
キキの視点だとすると, キキ自身は無意識の行動を体が自然に動いてとって









〈発問〉 ｢いました｣ と ｢いきました｣ とは, どう違うのか.
→ 外界の人々の予想だにつかぬ行動であった.






語り手の視点で直喩. 冒頭は観客の視点で隠喩. しかも, ここでは, 薬の
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89 ひどくゆっくりと, 大きな白い鳥が滑らかに空を滑るように, キキは





の確かさとして描かれている. ⇒ ｢見ててください～｣ 脚から先に後
ろ向きに回転する.
 それまでの見事な演技への賞賛もさることながら, 思わず山場に来た.
これからが問題だ. できるのか, 失敗するのか, 期待よりも不安が先走
る.




















94 しかしキキは, やっぱりゆるやかに, ひょうのような手足を弾ませる
と, 次のブランコまでたっぷり余裕を残して, 四つめの宙返りをしており













拍手が沸いた. ⇔ でも, キキはどこにもいなかった. それに喜び, 浸り,
応えるべきキキの存在が居なかった.
拍手に応えることができない. 本来なら, 行う前と同じ, 手を挙げて, 観
客を見下ろしていいところであるのに. 引け目―恥―消え入りたい. だが,
意識が急になくなり, 一瞬にして変身.





97 でも, その時, だれも気づかなかったのですが, キキはもうどこにも









えず, 翌朝, ｢白い大きな鳥｣ が ｢悲しそうに鳴きながら, 海の方へと飛ん
でいった｣ ということである. ｢悲しそうに｣ を今更繰り返す必要もないで
あろう. 人気と評判に死を掛けた愚かなキキの生き方は, 死をもって自覚す
ることができたわけであろうが, この鳥になったと思われるキキは, なぜ,




キキは人間存在の主体性を失った, 哀しい存在であった. 人々は, いつで
も, こうした価値の中で, 自己を失って生きている危機的状況に対面しなが
ら存在する. そして, 真に生きる姿の外に ｢海｣ を見る. 孤独に耐え, 自己
の実存から逃避する場所は ｢海｣ である. 海はロマンチックで美しい彼岸に
ある. それは, 見るものにとっては, 自己を自己として引き受けずに済む他
界なのである.











い魂に見えたこと, ③姿が消えたこと, したがって, 鳥になってしまっ
たかもしれないと思ったこと, さらには, それは情けないこと, 寂し
｢空中ブランコ乗りのキキ｣ に於ける教材解釈に基づいた発問の研究
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であり, ｢悲しそうに｣ は鳴き声をそう感じたわけであるから, 必ず
しも, 鳥の心, 内面を指しているわけではない. もし, 人々が観客で
あるなら, 白い魂に見た不審な現実とのつながりが, そう感じさせた









・悲しそうに … 誰にも理解されない悲しさ. 町の人々の冷たさと,
うわさくらいはする温かさ.
・鳥のようになりたいと願っていたキキの思いが, キキを鳥にさせた.





〈発問〉 ｢悲しそうに鳴きながら｣ とは, どんな鳴き方, 鳴き声, 様子であ
るか.





























② 最高の拍手をもらえて嬉しい. でも, 空中ブランコには乗れない. サー
カスには戻れない.
③ もう二度と拍手をもらうことはできない. →また乗りたい.
④ こんな姿になってしまった. あの時薬をもらわなければよかった. こ
れでしばらくは世界一でいられるけれど. 人間に戻りたいなあ.













１ メタ童話／メタ反童話, ひとつの童話の起源の物語 中丸宣明
２ 都市のフォークロア 高野光男























































〈発問〉 ｢落ちる｣ を詳しく説明してください. (事実)
― ｢人気が落ちる｣と ｢ブランコから落ちる｣とどう違うのですか.―
〈発問〉キキがなる・なれるはずもないピエロに, ロロはなぜ ｢なれ｣ と言っ
たのでしょうか. (事実→想像)









































〈発問〉｢そうですか….｣ の ｢……｣ は何を意味しているのですか. (事
実→想像)
〈発問〉おばあさんはどんな人ですか. (事実)




































〈発問〉｢いました｣ と ｢いきました｣ とは, どう違うのでしょう. (事実)
〈発問〉宙返りを終えたの後, 観客の反応はキキにとってどうだったので
しょう. (事実)

























は, 全く成長し尽されない未成年である. キキの悲劇は, 己と世評の二極を対
峙させて, その中間に揺れ動きながら, ついには, どちらの居場所もなくなっ
てしまったことにある. 居場所を求めてさすらい行く白鳥そのものに化身した










顕現される. だが, 観客にとって, キキの悲劇はあずかり知らぬ世界である.











発問は, 教材を読み深めるための授業の核となる営みである. 生徒は, ｢問





その各場面の解釈に基づいた ｢発問｣ の精査を行った結果, 作品全体を貫く発
問を次の５点に整理・設定できると考えた.
１ 観客はキキをどんな風に思っていたか.















発問は, 読みの方向性を示すものである. したがって, 生徒は, いつしか発
問によって, 己の作品への ｢問い｣ を形成する学力を身につけると考えるので
ある.
このことが, 主体的な考える力を養う最も有効な手立てだと考える.
今後, 拙文を礎として, 新たな解釈, 実践の生まれることを期待して, この
稿を閉じたいと思う.
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